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水素製造，酸素発生触媒，貴金属，イオン結晶，芳香族第一級アミン

水素は再生可能エネルギーを利用した水電解で製
造することにより，カーボンフリーな燃料として利
用することができます。水素を製造するにあたり，
効率的な水電解を行う必要があるため，高性能な水
素発生用および酸素発生用の電極触媒の開発が急務
となっています。我々の研究グループでは，芳香族
第一級アミン化合物と貴金属であるイリジウムを塩
酸溶液中で混合すると特異な構造のイオン結晶を形
成することを見出し，このイオン結晶を焼成するこ
とで非常に高性能な酸素発生用の電極触媒が得られ
ることを明らかにしました（右図参照）。得られた
触媒は多孔質の酸化イリジウムとなっており，高い
触媒能に加えて，高い耐久性を有することも分かっ
ています。簡便な方法で触媒が作製できることに加
え，塩酸によって使用済みの触媒からイリジウムを
浸出させることによって，再度のイオン結晶化およ
び焼成による多孔質触媒化が可能であり，イリジウ
ムの資源循環を行うこともできる実用的な技術であ
ると考えております。

材料

水電解による水素製造用の酸素発生
触媒

非常に簡便に高活性な酸素発生触媒を作製する方法
を開発いたしました。触媒のリサイクルと再触媒化
が可能である点も特徴です。
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